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果をそのうち手術を受けた24例(リニア式20到，アーク
式 4例)について，シンチグラムその麹と頭合，衛誤診
断と組織診断について検討した。症例中癌辻11例，良性
は13例であった。箭前診断と組識診断が不一致な11例中 
8例がヱコ}グラム上充実性であった。良性と診断した
エコーグラムを組識診断後再判読すると問題があり，エ
コーグラムのパタン分類の必要を感じた。 
6. 薪生克注腸遺影における造影剤の選択方法
大Jf治夫，津口重籍
(筑波大学臨沫医学系小児外科)
新生児の下部腸管閉塞症において，注腸造影は必須の
検査法である。しかしその遺影剤はなお大きな陪題をも
っている。
まず各種造影弗jの組成，浸透圧について検討した， 
100% Bariumは抵いが， 76 ラ~ Urogra:fin辻1，730 
mOs/l王g，Gastrogra五n は1，790mOs/kgと非常に高い。 
6kg幼犬を用いて造影能の比較を行った。 充満録が
霞題となる新生児の注腸造彰では， Barium，水溶性造
影剤の差はないといえる。
次に 2kg暗乳犬を用いた造影剤の全身性影響をみる
実験では 50%Ba主lumに比して Gastrogra五n，38% 
Urogra:fin詮腸にて，著明な脈拍数減少，動感圧下降，
血清浸透圧上昇などがみられ明らかな全身性悪影響が示
された50%Ba主ium(生食水)が現段階では最もよいも
のと患われる。 
7. 肝疾患におiする門探血行動態
高円増文〈千大)
奥田邦雄〈千大・ 1内)
肝疾患，特に丹千頭変症では，門脈血行動態の変化を把
握することは，臨床的に有居で、ある。我々は経皮経肝的
に門訴にアプローチすることにより，好内外に発達する
短絡蕗の発達の程変および肝血流量を測定する目的で， 
91mTc-MAA，1s認矧幻1
その結果，これらにより測定した肝内短絡率詰，肝障害
の程度との相関が認められ，手舗の適応の可否の決定に
役立つことがわかった。野外短絡率は，再販庄と組み合
せると吐血の顔度等との相関を認めた。さらに 131Xeに
より好底流量を測定したが， 1CGR15との相関を認め，
也の短絡率等のパラメーターとの比較検討が臨床的に有
用となることが示唆された。 
8. 放豆研医用サイクロトロンによる遠中性子線治
療(第3報〉
森田新六，恒元博〈放匿晋)
放医研医用サイクロトロンによる癌治療は詔和50年11
月にはじま!J4年関経過した。その研究成果は国内では
もちろん国際的にも E米がん協力研究などの研究会・学
会・シンポジュームで次々と発表され，正当に評伍され
ている。 
54年7月末迄に30MeV中性子線により 475併の患者
の治寮が行われた。さらに70MeV陽子線による臨床ト
ライアルとして， 10月 26吾には第 11~U 昌の陽子線治療が
行われた。
速中性子線治療の現時点での評錨は， 1) X線治療と
の対比において，癌の臨床的退行はXi線より隻れている
(子富頚癌例，食道癌例，骨肉腫例入 2) しかし隷量が 
TDF120を超えると合併症の頻度増があるので， TDF 
110前後の線量域で根治を期待すべきであり， 若し麗壌
の残存がまちる場合辻手術との併用を考意すべきである
(悪性黒色麗例など) 3)これ以上の線量分布の改善を0 
望めないならば，より擾れた隷量分布のえられる重粒子
線照射の研究を今後も続けるべきである(揚子親治療〉。 
9. 過去 6年間の当科治痩患者の症例構成と若干の考
察
飯田孔揚(千葉県がんセンター放射線治療部)
開読以来，昭和53年10月までの 6年間に，当科で取扱
った治療患者は1，767例，このうち悪性麓蕩は 96%で，
年齢構成からは60議台にピークをみた。年齢別疾患から
は， 0-9歳舎では勢児詩有の悪性撞霧22僻， 10-19歳
台では骨肉謹を筆頭とする肉腫系統が大半， 20-29裁で
はi者彊と癌が約半数づっ， 30-79歳では癌がほとんど， 
80歳以上では，癌麗のうちでも頭頚部，嬉人科領域のも
のが多い。 
70歳以上の高齢者と， 40-50歳台の勤労者との開で，
各部位到に治癌率，生存率を検討する言的で，今回は頭
頚部癌のみを示した。 
70議以上の106倒と 40-50歳台の76例との関には， 3 
年， 5年の夫々に於て20%以上の差をもって読者の生存
率が抵い。
他部位については今後検討の予定で、ある。
